
地下茎にためこんだ栄養分を使い 

タケノコを産出する時期 

…モウソウチク、ハチク、マダケ 

＊栄養分を消費するので葉が黄変し落葉し、 

「竹の秋」と呼ばれるがすぐに葉は更新 

３，４，５，６ 月 

新葉が繁り、暖かい日光をあびて光合成し、 

地下茎に栄養を送る時期 

７，８，９，１０ 月  

『竹の一年』 

注： 

＊くらしの森エリアでは、秋から冬にかけて タケノコを出すシホウチク、カンチクもある。 

＊トウチク、スズコナリヒラは６～７月ころにタケノコを出す。 

＊タケノコは撤去又は次世代の為に残すなど場所により適切に管理する。 
 

＊ハチクが全国的に開花しており、2028年にピーク到来との予測があり、ハチク林の再生をめざす。 

栄養をたくわえ、春にタケノコを産出する 

準備をする時期 

11，12，1，2 月  


